
1 中央区人口ビジョンについて

２　人口動向分析

（１）総人口の推移

　・本区の人口は昭和28年の172,183人を頂点に減少に転じ、平成9年には71,806人まで減少した。

　・その後、区の定住人口回復策が実を結びはじめ、平成10年には45年ぶりに増加に転じる。

　・平成18年には定住人口10万人を達成し、その後も順調に増え続け、平成28年には142,995人となった。

（２）人口ピラミッドの変化（20年前と現在）

　　・20年前と比べ現在（平成28年）は、25歳～49歳までの年代が大きく増加し、特に団塊ジュニア世代の

　　　40～44歳の年齢層が最も多い。近年、子育て世代の増加に伴い、年少人口も増えている。

・人口増減の要因は、自然増減（出生・死亡）と社会増減（転入・転出）である。本区では、近年出生数が増加
　し、死亡数を上回る水準で推移しており、平成27年の自然増減は、年間約1,000人増となっている。また、社会
　増減は、平成8年までは転出が転入を上回る「転出超過」だったが、平成9年からは「転入超過」に転じ、近年
  では年間2,000人～5,000人の社会増となっている。

中央区人口ビジョン －人口動向分析及び将来人口推計の概要－ 
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・過去３年間の転入元、転入先の動向を見てみると、本区への転入元の自治体は、江東区や港区といった近接 

 区をはじめとする特別区や、横浜市や川崎市などが中心となっている。 

・本区からの転出先は、転入元と同様に、江東区や港区といった特別区や横浜市が主な自治体となっている。 

（４）転入元・転出先の状況 

 （３）出生・死亡、転入・転出の推移 
 平成26(2014)年11月、地方創生の理念等を定めた「まち・ひと・しごと創生法」が制定され、12月に

は人口の現状と将来の展望を提示した「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」が閣議決定された。   

 これを受け、各地方自治体においても国の将来展望等を勘案し、各地域の「人口ビジョン」を策定す

ることとなり、本区においても計画期間30年間の「中央区人口ビジョン」を策定することとした。 
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３　将来人口推計

　（１）推計方法 　　イ　今後10年間の地域別人口

　　　・平成28年1月1日を基準日としてコーホート要因法をベースとした本区独自の人口推計を行った。 　　　・今後10年間については、3地域全てで人口増加が見込まれる。

　　　・集合住宅の開発が著しい本区の特性を踏まえ、一定規模（50戸）以上の新規住宅開発については間取り 　　　・特に東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会後、選手村から住宅に転用される予定の晴海5丁目

　　　　に応じた人数や住民基本台帳の登録率を想定して推計。 　　　　や、高層マンションを中心とする大規模開発事業を抱える月島地域の増加が著しい。

【間取りに応じた入居者数】

【住民基本台帳登録率】

　　ウ　今後10年間の年齢区分別人口
　　　・今後10年間については、年齢3区分全てで人口増加が見込まれる。特に年少人口の増加が著しく、全体

　　　　に占める割合も増加する。高齢人口も増加するが、高齢化率は低下が見込まれている。

　　　・推計期間である30年間のうち、11年目以降（平成39年）は3パターン（高位、中位、低位）の仮定を

　　　　用いた参考推計値とした。

【高位推計】：自然増減、社会増減、開発の傾向が平成49年まで続く推計。

【中位推計】：自然増減、社会増減、開発の傾向が平成46年まで続く推計。

【低位推計】：自然増減と開発の傾向が平成44年まで続く推計。

　（２）推計結果
　　　ア　総人口
　　　　・本区人口は、自然増減、社会増減、開発などの傾向が今後も続いた場合、平成36年内に人口20万人を 　　エ　0歳児数
　　　　　突破する見込みである。 　　　・今後10年間について、区全体では0歳児の増加が見込まれている。

　　　・京橋地域は平成31年、日本橋地域は平成32年に出生数がピークになると見込まれるものの、選手村跡地を

　　　　抱える月島地域はその後も増加し、平成37年は出生数のピークを迎える見込みである。

　４　課題及び今後の方向性

　  

１戸あたり人数 １戸あたり人数
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推計値 参考推計値実績 ・今後も住宅開発事業等が計画され、本区の人口は、平成40年代頃までは増加していくものと見込ま   

 れており、増大する行政需要に的確に対応していく必要がある。 

・長期的には、日本や東京の人口減少の影響を受け、本区の人口も減少局面に入ると見込まれて 

 おり、地域経済や区財政への影響、将来人口を見据えた公共施設の整備方針・適正配置の検討等を 

 進めていく必要がある。 

・中央区人口ビジョンによる将来人口動向を見据え、現在策定中の新たな基本構想や今後策定予定の 

 基本計画において、本区の将来展望や施策の方向性を示していく必要がある。 

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

H31

(2019)

H32

(2020)

H33

(2021)

H34

(2022)

H35

(2023)

H36

(2024)

H37

(2025)

H38

(2026)

142,995 153,110 160,600 168,732 173,651 179,266 183,553 192,779 197,676 205,176 208,684

10年間の

　全体人口推計

(年) 

(単位：人) 

(単位：人) 

(単位：人) 

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

H31

(2019)

H32

(2020)

H33

(2021)

H34

(2022)

H35

(2023)

H36

(2024)

H37

(2025)

H38

(2026)

人　口 34,997 35,763 36,574 38,457 39,140 39,641 40,107 40,553 40,979 41,380 41,760

構成比 24.5% 23.3% 22.8% 22.8% 22.5% 22.1% 21.8% 21.0% 20.7% 20.2% 20.0%

人　口 44,209 46,531 48,563 51,128 53,266 54,461 55,603 56,704 57,772 58,793 59,777

構成比 30.9% 30.4% 30.2% 30.3% 30.7% 30.4% 30.3% 29.4% 29.2% 28.6% 28.7%

人　口 63,789 70,816 75,463 79,147 81,245 85,164 87,843 95,522 98,925 105,003 107,147

構成比 44.6% 46.3% 47.0% 46.9% 46.8% 47.5% 47.9% 49.6% 50.1% 51.2% 51.3%

京橋地域

日本橋地域

月島地域

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

H31

(2019)

H32

(2020)

H33

(2021)

H34

(2022)

H35

(2023)

H36

(2024)

H37

(2025)

H38

(2026)

人　口 17,635 19,177 20,520 21,924 23,075 24,505 25,668 27,306 28,553 30,005 30,923

構成比 12.3% 12.5% 12.8% 13.0% 13.3% 13.7% 14.0% 14.2% 14.4% 14.6% 14.8%

人　口 102,227 110,133 115,828 122,163 125,626 129,441 132,114 139,181 142,436 147,759 149,826

構成比 71.5% 71.9% 72.1% 72.4% 72.3% 72.2% 72.0% 72.2% 72.1% 72.0% 71.8%

人　口 23,133 23,800 24,252 24,645 24,950 25,320 25,771 26,292 26,687 27,412 27,935

構成比 16.2% 15.6% 15.1% 14.6% 14.4% 14.1% 14.0% 13.6% 13.5% 13.4% 13.4%

年少人口
(0-14歳）

生産人口
(15-64歳)

高齢人口
(65歳以上)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

H31

(2019)

H32

(2020)

H33

(2021)

H34

(2022)

H35

(2023)

H36

(2024)

H37

(2025)

H38

(2026)

1,876 2,026 2,109 2,183 2,194 2,231 2,224 2,335 2,333 2,389 2,350

396 395 397 410 408 405 401 393 385 372 364

597 625 643 669 685 681 676 667 654 638 623

883 1,006 1,069 1,104 1,101 1,145 1,147 1,275 1,294 1,379 1,363

０歳児数

　　　京橋地域

　　　日本橋地域

　　　月島地域


